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平
和
の
た
め
の
戦
争
な

ど
あ
り
え
な
い
。
報
復

は
報
復
を
よ
ぶ
。
人
間

愛
だ
け
が
人
類
を
救
う

お
よ
そ
一
〇
年
程
前
か
ら
、
長
期
雇
用
、
年

功
序
列
型
処
遇
シ
ス
テ
ム
等
を
柱
と
し
た
日
本

型
雇
用
慣
行
の
行
き
詰
ま
り
と
、
そ
れ
に
代
わ

る
も
の
と
し
て
ア
メ
リ
カ
型
能
力
主
義
あ
る
い

は
成
果
主
義
管
理
制
度
の
導
入
が
関
心
を
集
め

始
め
た
。
多
く
の
日
本
企
業
の
経
営
者
た
ち
は

き
そ
っ
て
こ
の
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
新
し
い
管

理
制
度
の
導
入
に
走
っ
た
。
丁
度
、
バ
ブ
ル
経

済
が
崩
壊
し
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
叫
ば

れ
、
規
制
が
緩
和
さ
れ
始
め
た
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
成
果
主
義
管
理
制
度
の
導
入
で
最
も
世

間
の
注
目
を
集
め
た
の
は
富
士
通
で
あ
ろ
う
。

日
本
を
代
表
す
る
Ｉ
Ｔ
関
連
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー
で
の
試
み
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
、

経
営
雑
誌
に
も
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

そ
の
富
士
通
で
、一
体
何
が
起
こ
っ
た
の
か
。

本
書
は
、
富
士
通
で
実
際
に
こ
の
管
理
制
度
の

運
用
に
関
与
し
た
筆
者
（
現
在
は
退
社
）
が
、

制
度
導
入
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
点
を
赤
裸
々
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
第
一
章
急
降
下
し
た
業
績
、
第
二

章
社
員
は
こ
う
し
て
「
や
る
気
」
を
失
っ
た
、

第
三
章
社
内
総
無
責
任
体
制
、
第
四
章
「
成
果

主
義
」
と
企
業
文
化
、
第
五
章
人
事
部
の
暗
部
、

第
六
章
日
本
型
「
成
果
主
義
」
の
確
立
へ
、
の

六
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
視
察
と
い
う
制
度
導
入

の
き
っ
か
け
か
ら
は
じ
ま
り
、
制
度
を
運
用
す

る
際
の
理
念
と
実
際
と
の
矛
盾
、
そ
れ
ら
が
従

業
員
に
及
ぼ
し
た
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
、
そ
れ
に

対
す
る
人
事
部
の
画
策
等
々
が
、
具
体
的
な
ケ

ー
ス
を
紹
介
し
な
が
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
産
業
社
会
は
、
各
種
の
経
営
管
理
思

想
や
手
法
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
発
展
し
て

高
遠
さ
ん
ら
が
、
イ
ラ
ク
で
武
装
勢
力
に
拘

束
さ
れ
た
こ
と
は
、
映
像
等
で
、
わ
れ
わ
れ
に

は
生
々
し
い
。
解
放
後
、
帰
国
し
た
あ
と
も
、

彼
女
が
、
重
篤
な
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
患
っ
て
い
る
の

き
た
。

こ
の
成
果
主
義
管
理
も
例
外
で
は
な
い
。
異

文
化
の
風
土
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
た
シ
ス
テ
ム

は
形
だ
け
導
入
し
て
も
、
上
手
く
い
か
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
本
書
は
明
示
し
て
い
る
。
管
理

制
度
の
み
な
ら
ず
そ
れ
以
外
の
分
野
で
も
、
ま

た
一
企
業
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

を
も
、
わ
れ
わ
れ
に
警
告
し
て
い
る
。

は
、
拘
束
中
の
恐
怖
そ
の
も
の
に
あ
る
と
の
マ

ス
コ
ミ
の
報
道
に
は
、
納
得
で
き
な
か
っ
た
。

本
書
を
一
読
し
て
、
そ
れ
も
あ
る
に
し
て
も

や
は
り
本
人
は
、
再
び
イ
ラ
ク
で
の
人
道
支
援

ほ 

ん 
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示

す
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『内側から見た富士通』
～「成果主義」の崩壊～

城　繁幸 著
光文社　952円

『戦争と平和』
高遠菜穂子 著
講談社　1,575円



サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
う
ん
ち
く
笑
説
」
と
あ

り
、「
小
説
と
い
う
に
は
…
…
余
暇
の
手
慰
み

と
批
判
さ
れ
る
か
も
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
け

だ
し
、「
男
も
す
な
る
日
記
と
い
う
も
の
を
」

の
伝
で
も
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
三
六
歳
に
な
る
難
波
く
ん
の
職
場

を
中
心
と
し
た
日
常
瑣
事
の
物
語
り
と
い
い
た

い
が
、
さ
に
あ
ら
ず
。「
う
ん
ち
く
」
と
あ
る

よ
う
に
、
著
者
の
才
気
煥
発
ぶ
り
を
遺
憾
な
く

表
し
た
労
働
講
話
と
い
っ
た
方
が
正
鵠
を
得
て

い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
の
証
拠
に
、『
貧
乏
物
語
』『
女
工
哀
史
』

労
働
組
合
法
第
二
条
、
高
野
房
太
郎
、
労
働
基

準
法
第
三
二
条
、
第
三
六
条
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
、

労
働
協
約
、
少
子
高
齢
化
、
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求

五
段
階
説
、
裁
量
労
働
、
整
理
解
雇
の
四
要
件
、

『
怠
け
る
権
利
』
と
き
て
は
、
そ
こ
い
ら
の
大

学
の
労
働
教
養
講
座
よ
り
奥
が
深
い
。
願
わ
く

は
、
リ
ス
ト
ラ
に
つ
い
て
も
触
れ
て
欲
し
か
っ

た
と
こ
ろ
だ
が
…
…
。

活
動
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
慕
っ

て
く
れ
た
戦
災
孤
児
で
あ
る
ス
ト
リ
ー
ト
・
チ

ル
ド
レ
ン
に
再
び
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
絶
望
感
の
方
が
、
主
た
る
原

因
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。
彼
女
は
、
ま
た
機

会
を
え
て
、イ
ラ
ク
行
き
を
実
行
す
る
と
い
う
。

本
書
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
「
そ
れ
で
も
イ
ラ
ク

人
を
嫌
い
に
な
れ
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
、

並
々
な
ら
ぬ
決
意
が
う
か
が
え
る
。

本
書
は
、
拘
束
（
本
年
の
四
月
七
日
〜
四
月

一
五
日
）
さ
れ
た
四
度
目
の
イ
ラ
ク
入
り
の
前

に
も
、
三
回
に
亘
っ
て
イ
ラ
ク
で
人
道
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
一
回
目
は
、
昨
年
の
五
月

一
日
〜
五
月
一
八
日
、
二
回
目
は
、
五
月
三
〇

日
〜
七
月
一
七
日
、
三
回
目
は
、
一
一
月
一
八

日
〜
今
年
の
二
月
一
三
日
ま
で
と
、
豊
富
な
イ

ラ
ク
で
の
体
験
を
重
ね
て
い
る
。

昨
年
の
三
月
二
〇
日
、
米
英
軍
の
イ
ラ
ク
攻

ま
で
か
な
ぐ
り
捨
て
た
日
本
国
民
は
、
自
由
、

平
等
、
平
和
な
ど
を
旗
幟
に
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア

ニ
マ
ル
路
線
を
ひ
た
走
り
に
走
っ
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
心
の
座
標
軸
を
失
い
、
心
の
研
鑽
の

機
会
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
著
者

は
、
長
州
武
士
の
末
裔
で
あ
る
父
に
先
達
の
薫

陶
を
受
け
た
〝
武
士
〞
で
あ
っ
た
。

撃
が
始
ま
っ
て
、
四
月
九
日
に
は
バ
グ
ダ
ッ
ド

が
制
圧
さ
れ
た
。

死
者
は
、
米
軍
一
一
〇
〇
人
に
対
し
て
、
イ

ラ
ク
人
は
一
〇
万
人
と
い
う
。
制
圧
後
も
、
テ

ロ
組
織
鎮
圧
と
い
う
名
目
で
戦
乱
が
続
き
イ
ラ

ク
人
の
犠
牲
は
あ
と
を
断
た
な
い
。
戦
前
、
戦

後
を
通
し
て
、高
遠
さ
ん
が
実
際
に
目
撃
し
た
、

イ
ラ
ク
国
内
の
現
状
が
、
各
頁
ご
と
に
詳
し
く

描
写
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
に
は
好
意
的
だ
っ

た
イ
ラ
ク
人
に
変
化
が
起
り
、
サ
マ
ワ
へ
の
自

衛
隊
の
駐
留
の
実
態
（
軍
服
と
武
装
ス
タ
イ
ル

で
き
た
こ
と
）
へ
の
疑
念
と
反
発
、
イ
ラ
ク
国

内
で
の
過
激
派
ば
か
り
で
は
な
く
、
通
常
の
イ

ラ
ク
人
の
反
感
も
昂
ま
り
最
悪
の
事
態
と
な
っ

て
い
る
、
と
。

高
遠
さ
ん
に
言
わ
せ
る
と
「
イ
ラ
ク
の
人
々

は
、
雇
用
と
医
療
医
薬
品
、
安
全
な
生
活
と
恒

久
の
平
和
と
を
求
め
て
い
る
の
に
な
ぜ
な
の
」。

終
戦
後
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ

ム
ラ
イ
と
な
っ
た
著
者
は
、「
残
業
代
は
い
ら

な
い
」
と
う
そ
ぶ
き
、
一
万
人
合
理
化
計
画
を

推
進
す
る
な
ど
、
武
士
道
精
神
で
わ
が
国
の
復

興
に
邁
進
し
た
。
日
本
の
明
日
を
担
う
リ
ー
ダ

ー
た
ち
に
武
士
道
に
回
帰
す
る
こ
と
を
促
す
一

書
で
あ
る
。

ほ 

ん 
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働
く
こ
と
を
今
一
度
内
省
さ
せ
る

教
養
書

『日常生活の冒険』
奥井禮喜 著

（有）ライフビジョン　1,000円

『ビジネスのサムライ』
小野三郎 著

日経BP社　1,470円

日
本
人
の
精
神
構
造
の

再
構
築
を
促
す

終
戦
に
よ
り
伝
統
的
文
化
か
ら
民
族
の
誇
り


